
2026.2.22.受難節第 1主日礼拝（YRCC） 

  聖書箇所:エペソ人への手紙1章13~14節 
「主に栄光(3) ―約束の聖霊による証印―」 

【1】何を聞き、何を信じるのか 
 ・「神の栄光がほめたたえられるため」 

① 私たちはキリストにあって神の子とされた (ｴﾍﾟｿ 1:5‒6)。 
② 私たちは御国を受け継ぐ者とされた(1:11‒12)。 
③ 私たちはキリストによって贖われた(1:7,14)。 

 ・私たちに届いた救い 
  ―「真理のことば」 
   ・キリストの福音(ｴﾍﾟｿ 4:21)  

・望みの福音(ｺﾛｻｲ 1:5) 
―福音の内容(I ｺﾘﾝﾄ 15:3-4) 

・キリストは罪のために死に、葬られ、よみがえられた。 
  ―救われるとは 
   ・福音を「聞く」 
   ・キリストにあって「信じる」 
   ・その結果、聖霊による証印が押される 
 
【2】聖霊による「証印」 
 ・「証印」 

―所有のしるし、保護のしるし、真正性の証明、品質保証 
  ―証印を押されることで所有者が明確になる：私たちは「神のもの」 

・救いの確かさ 
―自分の決意の強さや信仰の熱心さによらない 
―＿＿が証印を押してくださった事実に基づく 
 

【3】聖霊による「保証」 
・「保証」 

―法律・商業用語：手付金、頭金、前払い、契約を成立させる保証金 1 
  ―一部であるが、本物であり、残りの完成を保証 
 ・救いの全体像【すでに／いまだ】 
  【すでに】 十字架で贖いの代価は完全に支払われた(ｴﾍﾟｿ 1:7) 

罪の赦しを受けている(1:7) 
【いまだ】 完全な贖いは将来に完成(1:14) 

贖いの日(4:30) 
・聖霊は将来の栄光の「手付金」であり、「贖いの日」の「保証」 
 

▶父なる神が救いを計画し、御子がその贖いを成し遂げ、御霊がその完成を保証してくだ
さいます。この救いは人間の努力によるものではなく、三位一体の神の確かなみわざです。
だからこそ私たちは、たとえうめきの中にあっても、「主に栄光！」と神をほめたたえるこ
とができるのです。 

 
1BDAG, s.v. “ἀρραβών,” 134. 

https://accordance.bible/link/read/BDAG#6808

